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Ⅰ 求められる人間像

『大量のモノを消費

し続ける』生き方から

『質の高い経験と人
生を重んじる』生き
方に転換する!

『変化への対応力が
高い』人から

『変化を起こす力の
ある』人へ！

『なぜ』そうなるかを自ら考え・模索し、興味・
関心の対象を深め・拡げて追究し、世界(社会・自

然）に飛び込むことにより、生活や人生を豊かの
ものにし、自分の価値を高めることができる。

自らの運命を自ら開拓していくことができる人間の育成



Ⅱ 変化の激しい社会
ＡＩ・Ｉ of  T・

デジタル化する社会

グローバル化、都市化

・社会構造の多様化・複雑化⇒地域社会・家庭状況の
多様化・複雑化⇒子供一人ひとりの多様化・個性化

リーダーシップの発揮

社会の多様化・複雑化



Ⅲ 教師一人ひとりに求められるリーダーシップ

ある程度、均質化した
学校・学年・学級・家
庭・子供

校長・教頭・教務主任
等の一部が
リーダーシップを発揮

教師一人ひとりが、
誰もがリーダーシッ
プを発揮

Leadership is mobilizing people to tackle tough problems.

複雑化・多様化した学
校・学年・学級・家
庭・個性的な子供

リーダーシップとは、難問に取り組むために人
を動かしていくこと



Ⅲ 教師一人ひとりに求められるリーダーシップとは

リーダーシップは、組織のトップや

チームリーダーに固有の能力ではない！

メンバー全員がもつべき能力！

それぞれの立場でリーダーシップを発揮す
ることで、機動的かつ柔軟な組織となる！

【学校力が向上する！】



１ ビジョンを掲げる

２ 先頭を走る

３ 決断する

４ 伝える



１ ビジョンを掲げる

ビジョンとは 夢・希望・目標
最終的な到達地点

○指揮台に立ったコンダクターはチームプレイ
ヤーに共通の目標（ビジョン）を提案します。

○提案されたプレイヤーは、『この人と一緒に
演奏したら、きっと素晴らしいものができ
る』と皆が感じ、力を合わせて本気で取り組
むことができます。

ビジョンは、チームメンバーを鼓舞で
きるものではなくてはなりません。



２ 先頭を走る
明確なビジョンを掲げた上で

『最初の一人となる』のは、負担が大きく、その
立場に自らをおくことは、勇気がいります。それ
でも『最初の一人になる』『先頭に立つ』ことを
いとわないのがリーダーです。

先頭に立って
何かを始めれば、
それだけ批判の
矢面に立ったり、
失敗したりする
可能性もある。

率先して挑戦し
てみる。それに
よって人を動かし、
チームを動かし、
成果を生み出し、
目標を達成する。

リーダーシッ
プとは、従来
の自分の枠を
超えて、新た
な一歩を踏み
出すこと！



３ 決断する
明確なビジョンに基づき

リスク・失敗を恐れず決断する！

十分な情報が揃っているのなら、リー
ダーでなくても決断はできます。

リーダーシップを取ることと、リスク
を取ることは、表裏一体の関係！

リーダーとは分析・判断し、決断する人！



３ 決断する

「部下の自分が上司に対して、『こうしたほうがい
いと』と主張することで、もしかしたら上司に嫌われ
てしまうかもしれない。それでもし失敗したら評価
だってさがるかもしれない」

しかし、リスク恐れているだけでは、現状は何も
変わらない！

よくない部分を指摘して、建設的な変化に
踏み出すことは、リーダーシップの重要なポ
イント！



４ 伝える
明確なビジョンを！

○ リーダーの大切な仕事の一つがコミュニ
ケーションです。

○ 言葉によって人をゆり動かすことは必須と
なり ます。

○ 語りかけ、思いや考えを伝え、共有する。

優れたリーダーは、説明責任を果たし、
言葉のもつ力を知り尽くしている。



１ ビジョンを掲げる

２ 先頭を走る

３ 決断する

４ 伝える

『
論
理
性
』

『
熱
き
心
』

結合



１ 自分の感情に気付く

２ 相手の感情に気付く

３ グループの感情に気付く

自己や他者の感情を認識して、コントロールする力



１ 自分の感情に気付く

自分の感情のおもむくままに行動するのではな

く、一歩立ち止まって、「いま自分は怒ってい

る」ということを認識できれば、「なぜ怒ってい

るのか」「どうすれば怒りは解消できるのか」と

いう方向に意識をむけることができる。

自分の感情の変化をその都度認識すること、こ

れが自分の感情をコントロールする第一歩です。



２ 相手の感情に気付く

相手の感情をきちんと認識する。

「他人が何をどう感じるか」を直接コントロー

ルすることはできない。

しかし、相手がどういう気持ちでいるか把握で

きれば、その人に影響力を及ぼすことができる。

相手の気持ちを汲んだ上で、建設的な議論ができ

るように仕向けるのが、リーダーの役割である。



３ グループの感情に気付く

自分と相手という関係性を超えて、グルー

プの感情をうまくコントロールすること。

集団の中でリーダーシップを発揮するには、

１対１の関係だけではなく、グループ全体の雰

囲気を敏感に嗅ぎ取り、目的の達成に向けて、

全員が協力する体制を築く必要がある。



観察

声かけ

傾聴
心で聴く

共感性

繰り返す

開かれた質問

要望の確認

指導・助言

子供

同志



Ⅸ リーダーシップを発揮するための組織論

関
係
性
＝
成
果

形成期
Forming

混乱期
Storming

統一期
Norming

互いをよく
知りチームが
抱える課題を
共有する。

互いを尊重
しつつも、ホ
ンネで考えを
ぶつけ合う。

新たな規範
や役割を設定
し、目標に向
けて決意する。

機能期
Performing

時間

自律的な対
話を通じて問
題解決し、成
長を促す。

チーム（学年・学級）は、形成期、混乱期、
統一期、機能期の４段階で成長していく！

この段階を、いかに乗り越えるかが課題



Ⅸ リーダーシップを発揮するための組織論

関
係
性
＝
成
果

形成期
Forming

混乱期
Storming

互いをよく
知りチームが
抱える課題を
共有する。

互いを尊重
しつつも、ホ
ンネで考えを
ぶつけ合う。

新たな規範
や役割を設定
し、目標に向
けて決意する。

時間

自律的な対
話を通じて問
題解決し、成
長を促す。

形成期⇒混乱期⇒統一期⇒機能期の４段階の
プロセスを加速し、できるだけ活性化したチー
ムを創るための活動=チーム・ビルディング

統一期
Norming

機能期
Performing

混乱期：チームにとって適度な
（建設的な）葛藤は不可欠であり、
それを回避したり、安易に妥協し
てしまうと、後でどんでん返しを
食らったり、不完全燃焼に終わっ
てしまったり、チームとして組織
が機能しなくなってしまう！
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